
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス

町
図
書
館
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
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日
野
町
中
菅
の
石
田
秀
登
さ
ん

は
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
ロ
ッ

ド
作
り
の
職
人
（
店
名
＝
カ
ゲ
ロ
ウ

ロ
ッ
ド
）。
北
海
道
か
ら
九
州
の
釣

り
人
か
ら
注
文
を
受
け
、
予
約
で

１
年
待
ち
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

趣
味
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

が
き
っ
か
け
で
始
め
た
ロ
ッ
ド
作

り
。
３
本
、
４
本
と
作
る
う
ち
に

「
こ
れ
を
仕
事
に
し
た
い
」
と
思
い
、

　

年
間
勤
め
て
い
た
仕
事
を
辞
め

19て
職
人
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

　

プ
ロ
に
な
っ
て　

年
。
ロ
ッ
ド

10

に
刻
ま
れ
た
通
し
番
号
は
、
現
在

３
６
６
番
を
数
え
ま
す
。

　

ロ
ッ
ド
の
素
材
は
、
中
国
産
の

竹
。
５
年
程
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
焼

き
、
断
面
を
３
角
形
に
削
り
、
合
わ

せ
て
６
角
形
に
し
ま
す
。
１
本
の

竹
か
ら
３
本
分
の
ロ
ッ
ド
が
と
れ
、

作
業
効
率
を
考
え
て
１
度
に　

本
10

程
度
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

石
田
さ
ん
の
ロ
ッ
ド
は
、
仕
上

げ
に
漆
（
う
る
し
）
を
重
ね
塗
り
す

る
の
が
特
徴
で
、
で
き
あ
が
っ
た

ロ
ッ
ド
は
輝
き
を
放
ち
ま
す
。

　

ロ
ッ
ド
の
ほ
か
グ
リ
ッ
プ
や
金

属
部
品
（
ガ
イ
ド
等
）
も
手
作
り
、

ロ
ッ
ド
ケ
ー
ス
の
皮
も
自
分
で
編

ん
で
い
き
ま
す
。

　

石
田
さ
ん
は
「
１
本
１
本
心
を
込

め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
気
持

ち
は
初
め
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

厳
し
い
職
人
の
世
界
で
生
き
残
っ

て
い
く
に
は
、
常
に
良
い
物
を
作

り
、
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

釣
り
人
が
違
え
ば
竿
の
好
み
も

違
う
―
。
ノ
ー
ト
に
は
、
寸
法
、
調

子
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
な
ど
詳
細
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が
世
界

で
１
本
し
か
な
い
ロ
ッ
ド
で
す
。

　

抱
負
を
聞
く
と
、
石
田
さ
ん
は

「
生
涯
で
１
０
０
０
本
作
れ
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
―
」
と
話
し
ま
す
。

　

地
元
の
日
野
川
に
つ
い
て
聞
く

と
「
中
国
地
方
の
釣
り
人
か
ら
好
評

で
、
自
慢
で
き
る
ふ
る
さ
と
の
川

で
す
。
勇
ま
し
い
魚
の
顔
つ
き
は

最
高
」
と
話
し
ま
す
。
自
身
も
竿
を

振
り
に
川
へ
出
か
け
る
こ
と
も
あ

り
「
魚
が
ラ
イ
ズ
（
水
面
に
浮
か
び

上
が
る
）
し
た
瞬
間
、
熱
く
な
る
」

と
釣
り
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

2
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ま
ち
で
は
、　

世
紀
に
向
け
て

21

生
涯
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
積
極

的
な
健
康
増
進
を
進
め
て
い
く
た

め
の
計
画「
健
康
ひ
の　

プ
ラ
ン
」

21

を
作
り
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
平
成　

年
に
制
定
し

10

た
「
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
な
が
ら
各
年

ご
と
に
目
標
を
掲
げ
、
今
後　

年
10

間
、
ま
ち
の
取
り
組
む
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の
あ

り
方
は
、
た
だ
病
気
が
な
い
と
い

う
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で
は

な
く
、
病
気
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

よ
り
豊
か
で
幸
せ
に
生
き
よ
う
と

す
る
積
極
的
な
方
向
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
い
う
と
「
病
気
を
少

な
く
す
る
こ
と
で
健
康
を
確
保
す

る
方
法
」
と
「
家
族
や
仲
間
と
の

良
い
ふ
れ
あ
い
を
保
つ
こ
と
、
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
こ
と
な
ど
元
気
な
部
分
を
増
や

す
こ
と
で
健
康
を
確
保
す
る
方

法
」
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　　

健
康
プ
ラ
ン　

を
作
る
に
あ
た

21

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
食
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り
、
保
育

所
、
小
・
中
学
校
を
対
象
に
健
康

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
実
践
す
る
―
。
家
族
や
地

域
全
体
で
互
い
に
支
え
合
う
―
。

そ
の
よ
う
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
、
ま
ち
は
、
人
材
育
成
や
環
境

の
整
備
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
や
す
い
事
業
を
進
め
、
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
は
、

健
診
を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見

を
し
、
規
則
正
し
い
食
生
活
や
適

度
な
運
動
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
こ
と
な
ど
を
心
が
け
て
生
活
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
は
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
努
力
し
て
得
る
も
の
で
す
。

　

若
い
と
き
か
ら
自
分
の
将
来
を

設
計
し
、
ど
う
生
き
る
べ
き
か
考

え
な
が
ら
各
年
代
の
ラ
イ
フ
・
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
。

　

そ
の
こ
と
は
、
自
分
ら
し
く
充

実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

4広報ひの

将
来
に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り

健
康
ひ
の　

プ
ラ
ン
を
策
定

21

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

健
康
に
過
ご
す
こ
と
は

充
実
し
た
人
生
に
つ
な
が
る

文
●
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

山
形　

祐
子
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平成 12年平成 7年平成2 年昭和60年

77.4 歳76.1 歳75.7 歳74.4 歳鳥取県 男

84.9 歳83.6 歳82.3 歳81.1 歳鳥取県 女

77.1 歳74.9 歳76.4 歳74.4 歳日野町 男

84.3 歳83.6 歳81.8 歳81.5 歳日野町 女

●人口と世帯の推移

　まちも高齢化が進んでいます。平成 12年の高齢

化率（全体に占める 65 歳以上の人の割合）は 33.4％、

総世帯に占める高齢者単独世帯は 189 世帯で 13％、

高齢者夫婦世帯は240世帯で16.5％を占めています。

●平均寿

　男性の平均寿命が低下していましたが、平成 12

年にやや上昇しました。しかし、県全体平均より低

くなっています。

3 位2位1位死亡総数性別

心疾患悪性新生物4 人男
40歳代

悪性新生物2 人女

肝疾患心疾患悪性新生物16 人男
50歳代

心疾患悪性新生物4 人女

不慮の事故脳血管疾患悪性新生物35 人男
60歳代

脳血管疾患心疾患悪性新生物16 人女

心疾患脳血管疾患悪性新生物59 人男
70歳代

心疾患脳血管疾患悪性新生物37 人女

心疾患悪性新生物脳血管疾患65 人男
80歳代

悪性新生物心疾患脳血管疾患65 人女

脳血管疾患肺炎老衰18 人男
90歳代以上

悪性新生物老衰脳血管疾患29 人女

心疾患脳血管疾患悪性新生物350 人男女総数

●死亡の状況

　死因の１位は 40歳代から 70 歳代

までが悪性新生物（胃・大腸・肺が

んなど）です。80歳代以上は脳血管

疾患になっています。若い年代は悪

性新生物が多く、高齢になるにつれ

て悪性新生物が減っていく傾向があ

ります。

　悪性新生物の部位別死亡状況を見

ると、男性は「胃がん」が１番多く

「食道がん」や「大腸がん」も増え

ています。

　女性は「胃がん」が減っていますが、

その他の「がん」、特に「大腸がん」

が急激に増えています。

　
　

歳
代
ご
ろ
に
な
る
と
、
高
血

50
圧
や
糖
尿
病
と
判
定
さ
れ
る
人
が

増
え
、
女
性
は
特
に
高
脂
血
症
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
ほ
ど
毎
日
タ
バ
コ
を
吸

う
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
食
を
食
べ
な
い
人
が
多

く
、
野
菜
を
食
べ
る
量
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

心
が
け
、
が
ん
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

地
域
や
家
庭
の
分
煙
推
進
も
必

要
で
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
社
会

を
迎
え
、
心
の
健
康
を
く
ず
さ
な

い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
や
が

ん
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
脳
血

管
疾
患
を
発
症
し
た
と
き
、
受
診

が
遅
れ
て
重
症
化
し
、
要
介
護
状

態
に
な
る
人
が
目
立
ち
ま
す
。

　

食
生
活
で
は
、
み
そ
汁
や
漬
物

な
ど
に
含
ま
れ
る
塩
分
の
と
り
過

ぎ
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
が
ん
に

よ
っ
て
死
亡
し
た
人
の
大
半
が
、

健
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
結
果
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
年

１
回
は
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

脳
血
管
疾
患
を
減
ら
す
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
薄

味
に
す
る
。
②
正
し
い
医
療
の
か

か
り
方
に
努
め
、
早
期
受
診
を
心

が
け
る
。

　

脳
血
管
疾
患
予
防
は
介
護
予
防

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
老
化
予
防

と
し
て
低
栄
養
に
よ
る
老
化
を
防

ぎ
、
生
活
能
力
を
高
め
、
社
会
参

加
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■平均寿命の推移（鳥取県と日野町）

■年代別死因の状況（日野町　平成 5年～平成 9年累計）

町民体育祭には多くの人が参加

体力増進は健康づくりにもつながる

●
青
壮
年
期
の
現
状
と
課
題

●
高
齢
期
の
現
状
と
課
題



　

主
な
改
正
の
内
、
事
業
者
免
税

点
（
※
１
課
税
売
上
高
）
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
者
が
増
え
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
者
免
税
点
が
従
来
の
３
０

０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
平
成　

年
分
の

15

課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円
を

超
え
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平

成　

年
分
か
ら
課
税
事
業
者
と
な

17
り
、
消
費
税
の
申
告
と
納
税
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届

出
書
」
を
速
や
か
に
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
方
法
に
は
「
一
般
課
税
」

と
「
簡
易
課
税
」
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
売
上
が
５
０
０
０
万
円
以

下
の
方
は
簡
易
課
税
制
度（
※
２
）

を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る

方
は
、
届
出
書
を
平
成　

年　

月

17

12

　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
　

課
税
事
業
者
は
平
成　

年
１
月

17

１
日
か
ら
、
日
々
の
帳
簿
を
備
え

付
け
、
請
求
・
納
品
・
領
収
書
等

の
書
類
も
き
ち
ん
と
整
理
し
て
保

存
し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
等
が
な
い
と
「
税
額　

万
20

円
で
済
む
と
こ
ろ
が
、
控
除
を
受

け
ら
れ
ず　

万
円
に
な
っ
て
し
ま

50

う
―
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
課
税
に
よ
る
納
付
税
額
は
、

課
税
売
上
げ
に
係
る
消
費
税
額
か

ら
課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税

額
（
実
額
）
を
控
除
し
て
計
算
し

ま
す
。
単
純
に
赤
字
経
営
だ
か
ら

と
い
っ
て
払
わ
な
く
て
も
い
い
―

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
は
、
一
種
の
預
り
金
的
性

格
を
強
く
持
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
分
消
費
税
の
申
告
書

17

提
出
と
納
税
の
期
限
は
、
平
成　
18

年
３
月
末
で
す
。

　

先
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す

が
、
来
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
計
画

的
に
納
税
資
金
を
積
み
立
て
る
な

ど
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
法
や
税
額
計
算
、
記
帳

方
法
等
に
関
す
る
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
米
子
税

務
署
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
４

32

１
２
１
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6広報ひの

米
子
税
務
署
長

消費税の課税対象となる取

引きの売上高。ほとんどの

取引きが消費税の課税対象

となっていますが、土地売

却収入・住宅家賃などは一部

対象から除かれています。

※売上利益ではありません。

※２　簡易課税制度

課税仕入れに係る消費税額

を計算することなく、課税

売上げに対する消費税額に

事業区分ごとに定められた

「みなし仕入率」をかけて仕

入控除税額を計算する制度。

適用要件である基準期間の

課税売上高の上限が５０００万

円に引き下げられました。

いわさ・おさむ

　財務省大臣官房付（内閣総

理大臣秘書官補）よりＨ 16.7

月米子税務署長へ

Interview
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人件比率人件費歳出総額

19.8％709,142 千円3,587,102 千円

１人当たり給与費
給与費

職員数
計期末・勤勉手当職員手当給料

6,063 千円491,075 千円129,576 千円37,839 千円323,660 千円81人

技能労務職一般行政職

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

45歳325,386 円42 歳325,505 円

国日野町区分

160,200 円160,200 円大学卒
一般行政職

138,800 円138,800 円高校卒

136,000 円
～ 151,500 円

136,000 円
～ 151,500 円

技能労務職

計
55歳

～ 60歳
50 歳

～ 54歳
45 歳

～ 49歳
40 歳

～ 44歳
35 歳

～ 39歳
30 歳

～ 34歳
25 歳

～ 29歳
25 歳
未満

区分

81 人11 人14 人14 人14 人7人8人8人5人職員数

100％13.6％17.3％17.3％17.3％8.6％9.9％9.9％6.1％構成比

期末手当給料・報酬月額職名

 6月期　1.6 月分

12月期　1.7 月分

　計　　3.3 月分

746,000 円町長

597,000 円助役

543,000 円教育長

298,000 円議長

222,000 円副議長

213,000 円委員長

208,000 円議員

●特別職の給与等（平成 16 年 4 月 1 日現在）

●人件費の状況（普通会計決算）

※特別職に支給される給与・報酬等を含む。

●職員給与費（平成 16年度当初予算）

※町長、助役、教育長を含まない。職員手当には退職手当組合負担金を含まない。

●職員の平均給料月額・平均年齢（平成 16年 4月 1日現在）

●職員初任給（平成 16 年 4 月 1 日現在）

●職員の年齢構成（平成 16 年 4 月 1 日現在）

●その他の手当　１か月当たり（平成 16 年 4 月 1 日現在）

・扶養手当　配偶者＝ 13,500 円、その他扶養親族＝ 5,000 円～ 11,000 円（16歳～ 22歳＝ 1人につき 5,000 円加算）

・住居手当　最高 27,000 円　新築等（5年間）＝2,500 円

・通勤手当　交通機関など利用＝最高 55,000 円、自家用車など（片道 2㌔以上）＝ 2,000 円～ 20,900 円

●職員の手当（平成 16 年 4 月 1 日現在）

※期末・勤勉とも国と同じ
※職制上の段階、職務の級による加算措置あり

６月期＝ 1.4 月分　12 月期＝1.6 月分　計3 月分

６月期＝0.7月分　12月期＝0.7月分　計1.4月分

　

日
野
町
職
員
の
給
与
等
を
公
表
し
ま
す
。
給
与
等
は
、

国
・
県
に
準
じ
て
ま
ち
の
条
例
等
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
表
し
た
数
字
は
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
お
よ
び
平

16

成　

年
度
当
初
予
算
時
の
金
額
等
で
す
。

16

　

ま
ち
は
自
立
存
続
に
向
け
、
今
年
度
よ
り
町
職
員
給
与
の

引
き
下
げ
、
手
当
て
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
（
電
話　

‐
０
３
３
１
）

72
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記事　地域の自立（下巻）

　自分たちの手で地域を自立させ

ようと、様々な活動に取り組む

「菅福元気邑」を取材。かさ踊り

や厄よけ行事「ホトホト」など伝

統文化の伝承や温泉水を活用し、

活性化を目指す阿部達範さん（福

長）を紹介しました。

記事　地産地消をめざす

　地元の食材を給食に―。２年前

から地産地消に取り組んでいる学

校給食を取材。地元の食材を使っ

た給食は生産者の顔が見え「安心

で安全」。給食は「食」と「健康」

を学ぶ大切な場として深く結びつ

いていました。

記事　男女共同参画社会を考える

　まちは、男女が互いに社会の対

等なパートナーとして、尊重し合

える社会の実現に向け「男女共同

参画プラン」を作りました。男女

の役割について聞いた意識調査で

は、７割を超える人が家事分担は

女性と答えました。

記事　まちのお金の使い道

　今年度のまちづくりに使われる

予算の内容を紹介。厳しい財政状

況を再認識し編成した一般会計当

初予算額は 37億 700 万円。福祉・

健康づくりに関する民生費 8億

6044万5千円。その他に各課別の

主な事業を紹介しました。

記事　山岳写真家　田淵行男

　山岳写真の第一人者、高山ちょ

うの研究家として知られる故・田

淵行男さんは日野町出身。来年、

生誕１００年を迎えることから、故

郷である日野町での作品展が実現

しました。田淵さんの人物像や作

品などを紹介しました。

記事　市町村合併に結論

　江府町と進めてきた合併協議は、

６月に開かれた協議会で「廃止」。

まちは自立の道を進むことになり

ました。これまで合併協議してき

た内容や合併中止となった経過を

説明。自立に向けて町長、議長の

考えを聞きました。

広報ひの

　まちの広報紙「広報ひの」。毎月20日に発

行し、皆さんの手に届けられています。今

年も多くの人に支えられながら作ることが

できました。広報紙は、地域の元気な姿や

活動ぶりを紹介しながら「まちづくり」に

ついて皆さんに考えてもらおうと、毎月特

集記事などを企画しています。

　このページでは、平成 16年の主な記事を

紹介しながら１年を振り返ります。

　より親しまれる広報紙を作るため、皆さ

んのご意見ご要望をお寄せください。広報

ひのはこれからも「地域のオンリーワン」

広報紙を目指します。　

　　　　役場企画振興課（電話 72-0332）

010203

040506
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記事　子どもたちの成長

　１週間、合宿所から学校に通う

通学合宿を取材。６泊７日の集団

生活を通して子どもたちは、家族

と自分、友だちと自分、これから

の自分を考えることで自分探しを

しました。子どもたちの姿、生き

る力などについて考えました。

記事　ねう祭り

　真夏の夜を彩る恒例の「ねう祭

り」を複数の写真で紹介。その他

に鵜の池マラソン大会、郡民体育

大会の様子を紹介しました。また、

島根県で開かれた全国高校総体ソ

フトテニスの部に出場した小林秀

訓さん（上菅）を取材しました。

記事　犯罪から身を守る

　家族の名を語るオレオレ詐欺、

根拠のない請求を送りつけてくる

架空請求、巧妙な手口の悪質商法

などの被害は全国的に深刻な問題

となっています。詐欺に遭わない

ためには、どうすればいいのか―。

県内の被害実態など黒坂警察署、

消費生活センターで取材しました。

記事　消えゆく職人（コア職人）

　屋根瓦の下に敷き、家内の湿気

を吸い屋根を守る薄い木の板「コ

ア」。以前は多くの職人がいまし

たが、県下で中村庸一さん（三谷）

だけになりました。昔からの技法

を守り続ける職人を取材。作り続

けた 32年を紹介しました。

記事　鴛鴦（オシドリ）

　晩秋から春にかけて飛来するオ

シドリ。昨年は 900 羽以上、来観

者は 1万 7500 人を突破しました。

まちが誇る観光スポットのオシド

リ観察。飛来の始まりから今に至

るまでの経過や支援する人々、広

がる交流や地域の輪、オシドリの

魅力などを紹介しました。

記事　長楽寺の仏像

　町内にはすぐれた史跡や文化財

などがたくさんあります。その中

でも長楽寺（下榎）には、国の重

要文化財に指定されている薬師三

尊（薬師如来、日光・月光菩薩）、

毘沙門天、不動明王の仏像があり

ます。全国でも指折りの傑作とも

いわれる仏像を紹介しました。

過去の広報紙は役場企画振興課にあります。

ホームページでもダウンロードできます。

http://www.town.hino.tottori.jp/

手にとって開いてください「広報ひの」

2004の表紙

070809

101112
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日
野
町
下
榎
に
あ
る 
長
楽 
寺

ち
ょ
う
ら
く

（
八
谷
天
佑
住
職
）
に
は
、
国
内

で
も
指
折
り
の
傑
作
と
も
い
わ
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
仏
像
５
体
が
、
そ
の
す
ば
ら

し
い
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

薬
師
三
尊
（ 
薬
師
如
来 
、 
日
光 
、

や
く
し
に
ょ
ら
い 

に
っ
こ
う

 
月
光
菩
薩 
）
と 
毘
沙
門
天 
（
以
上

が
っ
こ
う
ぼ
さ
つ 

び
し
ゃ
も
ん
て
ん

は
大
正
９
年
に
指
定
）、 
不
動
明 

ふ
ど
う
み
ょ
う

 
王 （
昭
和　

年
に
指
定
）の
５
体
で
、

お
う

17

い
ず
れ
も
平
安
朝
の
作
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
薬
師
三
尊
は
、
全
国

に
現
存
す
る
代
表
的
な
も
の
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
端
正
な
面

立
ち
、
美
し
い
姿
が
特
徴
。
病
気

や
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毘
沙
門
天
は
、
全
国
で
も
指
折

り
の
傑
作
。
左
手
に
宝
塔
を
さ
さ

げ
、
足
元
に
邪
鬼
を
踏
ん
で
い
る

姿
は
、
実
に
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

大
黒
天
と
同
様
に
、
福
徳
を
授
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
動
明
王
は
、
刀
法
に
迫
力
が

あ
っ
て
、
内
に
怒
り
が
こ
も
り
、

見
事
な
作
り
で
す
。
開
運
を
授
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頭
に 
干
支 
を
乗
せ
て
い
る
の
が

え
と

特
徴
で
、
薬
師
を
守
護
、
人
々
を

守
り
徳
を
授
け
る
神
と
い
わ
れ
る

十
二
神
将
像
（
町
文
化
財
指
定
）

も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
像
は
、
本
堂
隣
り
の
収
蔵
庫

の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
連

絡
す
れ
ば
拝
観
も
で
き
ま
す
。
年

間
を
通
し
て
、
東
京
な
ど
関
東
地

方
、
岡
山
、
広
島
な
ど
中
国
地
方
、

福
岡
県
な
ど
九
州
地
方
か
ら
参
拝

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
本
堂
天
井
は
、 
格 
天

ご
う

井
に
な
っ
て
お
り
、
備
後
国
（
広

島
県
）
の
狩
野
派
絵
師
、 
法
橋
索 

ほ
う
き
ょ
う
さ
く

 
準 
の
筆
に
よ
る
１
１
６
枚
の
花
鳥

じ
ゅ
ん

　

町
内
に
は
、
す
ぐ
れ
た
史
跡
、
文
化
財
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

中
で
も 
長
楽 
寺
（
下
榎
）
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ち
ょ
う
ら
く

薬
師
三
尊
（ 
薬
師
如
来 
、 
日
光 
、 
月
光
菩
薩 
）、 
毘
沙
門
天 
、 
不
動
明
王 

や
く
し
に
ょ
ら
い 

に
っ
こ
う 

が
っ
こ
う
ぼ
さ
つ 

び
し
ゃ
も
ん
て
ん 

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

の
仏
像
５
体
が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
拝
観
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
の
薬
師
三
尊
は
、
奈
良
の
薬
師
寺
や
法
隆
寺
と
並
び
、
現
存
す

る
代
表
的
な
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（がっこうぼさつ）

不動明王（ふどうみょうおう）

来年の干支（えと）酉神（とり）

迷企羅大将（めきら）
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（
オ
シ
ド
リ
の
絵
も
あ
り
ま
す
）

の
絵
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
安
期
の
唐
草
鏡
、 
宋
銭 

そ
う
せ
ん

も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
楽
寺
は
、
国
道
１
８
０
号
か

ら
下
榎
橋
を
渡
り
、
鵜
の
池
へ
と

続
く
道
を
上
が
っ
て
約
３
㌔
。
標

高
３
４
０
㍍
の
山
腹
に
あ
り
、
伯

耆
霊
場　

か
所
の
第
９
番
の
札
所

33

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日光菩薩（にっこうぼさつ）

（びしゃもんてん） 薬師如来（やくしにょらい）

薬
師
如
来

　

薬
師
三
尊
の
本
尊
。
端
正
な
面
立
ち

で
姿
が
美
し
く
、
日
本
で
も
代
表
的
な

も
の
に
あ
げ
ら
れ
る
。
木
彫
で
高
１
・

３

㍍

の
座
像
。
病
気
や
悩
み
を
救
う

と
い
わ
れ
る
。

　

薬
師
三
尊
の
脇
侍
。
薬
師
如
来
と
一

連
の
作
風
。
如
来
の
隣
（
日
光
は
左
、

月
光
は
右
）
に
立
つ
。
木
彫
り
で
高
さ

１
・
７
㍍
の
立
像
。
日
光
は
昼
間
、
月

光
は
夜
間
に
人
々
を
救
う
と
い
わ
れ
る
。

　

国
の
毘
沙
門
天
の
中
で
も
傑
作
と
い

わ
れ
る
。
木
彫
り
で
高
さ
１
・
４
㍍
の

立
像
。
福
徳
を
授
け
る
と
い
わ
れ
る
。

　

お
と
な
し
く
は
あ
る
が
、
内
に
怒
り

が
こ
も
り
、
見
事
な
作
り
。
木
彫
り
で

高
さ
１
・
６
㍍
の
立
像
。
開
運
を
授
け

る
と
い
わ
れ
る
。
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中
国
の
伝
統
音
楽
で
日
本
で

も
人
気
の
弦
楽
器
「
胡
弓
」
を

演
奏
す
る
賈
鵬
芳
（
ジ
ャ
ー
・

パ
ン
フ
ァ
ン
）
さ
ん
の
「
胡
弓

演
奏
会
」
が　

月　

日
、
町
文

11

19

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
「
柳

島
之
風
」や「
花
」「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
テ
ー
マ
」
な
ど
全　

曲
を

12

披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
渡

辺
朋
子
さ
ん
が
伴
奏
。
２
人
の

優
雅
で
安
ら
ぎ
を
与
え
る
音
色

が
来
場
者
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

桜
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い
公
園

を
守
ろ
う
と　

月　

日
、
町
商
工

11

23

会
員
８
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

塔
の
峰
公
園
内
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
同

公
園
も
年
々
桜
が
老
木
化
し
、
枯

れ
木
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
町
商
工
会
員
が
環
境
整

備
を
企
画
。
高
さ
３
㍍
程
度
の
桜

の
苗
木　

本
を
植
え
た
り
、
周
辺

10

の
草
刈
り
な
ど
２
時
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
互
い
の
親
睦
を
図
ろ

う
と
開
か
れ
て
い
る
「
お
し
ど
り
学
園
」
の

閉
講
式
が　

月　

日
、
町
公
民
館
で
行
わ
れ

12

10

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
講
座
に
参
加
し
た　

人
の
受
講

89

生
に
終
了
証
と
休
ま
ず
全
講
座
に
出
席
し
た

　

人
に
皆
勤
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

13
　

式
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
学
園
生
た
ち

は
楽
し
か
っ
た
４
月
か
ら
の
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
学
園
は
、
町
内
の
お
お
む
ね　

歳
以
上

60

の
人
を
対
象
に
毎
月
１
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
に
終
了
証

89
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と

　

月
４
日
、
黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会
（
福
田

12和
也
会
長
）
が
、
地
図
上
で
災
害
時
の
対
応
を
考

え
る
「
簡
易
型
災
害
図
上
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
関
係
者
ら
約　

人
は
、
数
人
の
班

30

に
分
か
れ
消
火
栓
や
高
齢
者
宅
、
防
火
水
槽
、

避
難
所
な
ど
防
災
に
関
係
す
る
も
の
を
住
宅
地

図
の
上
に
印
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
出
来
上
が
っ
た
防
災
地
図
を
囲

み
な
が
ら
、
地
域
の
現
状
を
再
確
認
し
た
り
、

課
題
や
目
標
を
考
え
る
な
ど
防
災
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

中国悠久の音色にうっとり
 

胡  
弓 
演
奏
会

こ 
き
ゅ
う

桜
の
名
所  
塔
の
峰
公
園
を
守
る

地
図
上
で
災
害
時
を
考
え
る

黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会

きれいな花を咲かせてと願いを込めて植えていく

胡弓とピアノの演奏がやさしい音色を生む

学園生に終了証が手渡される

地図に書き込みながら地域の災害対策を考える



13 広報ひの

　
　

月　

日
、
神
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

10

31

（
岡
山
県
）
で
日
野
町
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会

（
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
主
催
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
秋
空
の
下
で
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
。
心
地
よ
い
汗
を
流

し
な
が
ら
、
互
い
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
＝
加
藤
敏
孝
さ
ん
、
２
位
＝
森
田
勝

彦
さ
ん
、
３
位
＝
梅
林
知
博
さ
ん
、
４
位

＝
渡
辺
不
二
夫
さ
ん
、
５
位
＝
富
田
弘
文

さ
ん
、
６
位
＝
柴
原
保
明
さ
ん

写真＝富田会長（右）、優勝した加藤さん（左）

秋空の下ナイスショット
町秋季ゴルフ大会

相
手
の
立
場
を
考
え
て　

差
別
の
な
い
、
明
る
い
ま
ち
を
目
指
そ
う

と
人
権
週
間
の
期
間
中
（　

月
３
日
か
ら
９

12

日
ま
で
）　

月
６
日
、
人
権
擁
護
委
員
が
町

12

内
事
業
所
を
訪
問
し
、
人
権
尊
重
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
安
達
嘉
夫

さ
ん
（
根
雨
）、
山
田
厚
弘
さ
ん
（
津
地
）、

鳥
居
良
光
さ
ん
（
黒
坂
）
３
人
が
、
町
内
事

業
所　

か
所
を
訪
問
。
啓
発
の
チ
ラ
シ
な
ど

19

を
手
渡
し
な
が
ら
、
人
権
尊
重
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

人
権
相
談
（
毎
月
１
回
）
や
広
報
活
動
な
ど

人
権
尊
重
の
啓
発
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
事
業
所
訪
問

町内事業所を訪問し、人権尊重を呼びかける人権擁護委員

　

暮
ら
し
に
生
か
す
人
権
・
同
和
教
育

の
実
践
を
テ
ー
マ
に　

月　

日
、
第　

11

25

29

回
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
を
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
役
場
、
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
「
共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
愛
媛
県

四
国
中
央
市 
暁
雨 
館
長
の
江
口
久
さ
ん

ぎ
ょ
う
う

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
会

場
に
分
か
れ
、
身
の
回
り
の
差
別
を
点

検
し
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

命の大切さについて話す江口久さん

町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

命
の
大
切
さ
話
し
合
う

ふるさとの将来を熱心に語る

ふるさとの活性化について意見を出し合う

　

日
野
町
出
身
者
な
ど
関
西
地
区
在
住
者
で
構

成
す
る「
ひ
の
郷
会
」（
岩
本
次
郎
代
表
世
話
人
）

の
会
員　

人
が
、　

月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

22

11

27

28

日
野
町
を
訪
れ「
ふ
る
さ
と
交
流
会
」が
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ひ
の
（
下
榎
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
日
野
町
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野

町
支
所
職
員
、
商
工
関
係
者
、
地
域
の
団
体
、

町
職
員
な
ど　

人
が
出
席
し
、
ま
ち
の
活
性
化

19

に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ひ
の
郷
会
は
、
日
野
町
と
関
西
地
区
に
住
む

町
出
身
者
な
ど
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
平
成
４
年

に
発
足
。
大
阪
府
、
兵
庫
県
を
中
心
に　

人
の

90

会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
情
報
提
供
、

懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ひ
の
郷
会
ふ
る
さ
と
交
流
会



　

役
場
一
般
業
務
は　

月　

日
（
水
）

12

29

か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で
休
み
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
業
務
は　

月　

日
（
月
）

12

27

か
ら
１
月
４
日
（
火
）
ま
で
休
み
ま
す
。

　
　

月　

日
（
木
）
ま
で
可
燃
ゴ
ミ
の

12

30

収
集
を
し
ま
す
。
年
末
年
始
は　

月　
12

31

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
の
間
、

休
業
し
ま
す
。

※
ゴ
ミ
は
、
午
前
８
時
ま
で
に
収
集
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
ず
名

前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）

※
重
さ
は　

㌔
グ
ラ
ム
以
内

10

※
ガ
ム
テ
ー
プ
止
め
は
禁
止
で
す
。

　
　

月　

日
（
木
）　

午
前　

時
ま
で

12

30

11

※
持
ち
込
み
の
量
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１

杯
分
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

く
ぬ
ぎ
の
森

　
　
　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

74

　
　
　
　
　

役
場
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

　

根
雨
駅
と
日
野
病
院
の
間
を
無
料
運

行
し
て
い
る
「
お
し
ど
り
バ
ス
」
は　
12

月　

日
（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）

29
ま
で
運
休
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
は　

月　

日
（
木
）
午
後

12

30

か
ら
１
月
４
日
（
火
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

早
め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

い
づ
は
ら
（
電
話　

‐
３
７
０
１
）

75

　

路
線
バ
ス
は　

月　

日
（
金
）
か
ら

12

31

１
月
３
日
（
月
）
の
間
、
運
休
し
ま
す
。

▽　

月　

日
（
金
）
＝
起
点
を
午
後
６

12

31

時
１
分
以
降
の
便
は
運
休

▽
１
月
１
日
（
土
）
＝
全
便
運
休
。
た

だ
し
、
米
子
駅
を
起
終
点
と
す
る
便
に

つ
い
て
は
、
起
点
を
午
前　

時　

分
発

10

59

以
前
と
起
点
を
午
後
５
時
１
分
発
以
降

の
便
は
運
休
。

▽
１
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）
＝
起

点
を
午
前
９
時　

分
以
前
と
、
起
点
を

59

午
後
５
時
１
分
発
以
降
の
便
は
運
休
。

※
１
月
１
日
～
３
日
の
間
は
、
日
・
祝
日

用
の
ダ
イ
ヤ
を
基
本
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

日
ノ
丸
自
動
車
（
株
）
米
子
支
店

　
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
１
２
３
）

32

　

自
作
・
小
作
を
問
わ
ず　

ア
ー

10

ル
以
上
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
世

帯
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

申
請
方
法　

自
治
会
長
（　

月　
12

20

日
自
治
会
長
便
）
を
通
じ
て
申

請
書
を
配
り
ま
す
。
裏
面
の

「
記
載
事
項
」
を
参
考
に
記
入

し
、
自
治
会
長
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
７
日
（
金
）

問
合
せ
先　

町
農
業
委
員
会

　
　
　
　

（
電
話　

‐
２
１
０
３
）

72

　
　

月　

日
現
在
で
、
平
成　

年

12

31

16

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

月
下
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て
統

12計
調
査
員
が
事
業
所
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
、
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
票
へ
の

記
入
な
ど
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　

（　

‐
０
３
３
２
）

72

　

給
与
・
賞
与
に
係
る
源
泉
所
得

税
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

【
毎
月
納
付
の
方
】

　
　

月
支
給
分

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
火
）

11

【
納
付
特
例
の
方
】

　

７
月
か
ら　

月
支
給
分
納
期
限

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
火
）

11

【
納
付
特
例
の
方
で
延
長
申
請
し

て
い
る
方
】

　

７
月
か
ら　

月
支
給
分
納
期
限

12

　

納
付
期
限　

１
月　

日
（
木
）

20

（　

月　

日
現
在
に
お
い
て
源
泉

12

31

所
得
税
の
滞
納
が
無
い
方
に
限

ら
れ
ま
す
）↓

14広報ひの

農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

■
お
し
ど
り
バ
ス
の
運
休

■
役
場
・
図
書
館
業
務
の
休
み

■
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日

■
く
ぬ
ぎ
の
森
へ
の
持
ち
込
み

■
く
み
取
り
の
休
業

■
町
内
路
線
バ
ス
の
運
休

給
与
の
源
泉
所
得
税

納
付
期
限
を
忘
れ
ず
に



（
注
）
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い

場
合
で
も
、
給
与
等
の
支
払
い

が
あ
れ
ば
納
付
書
を
作
成
の
上
、

税
務
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

米
子
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２
１
）

32

　

１
月　

日
は「
１
１
０
番
の
日
」

10

で
す
。「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
警
察
へ

連
絡
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

緊
急
通
報
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
＃
９
１
１
０
」
は
、
急
が
な
い

問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

黒
坂
警
察
署

　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
１
１
０
）

74

　

今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。

除
雪
は
お
お
む
ね　

㌢

以
上
に

20

な
る
と
作
業
開
始
し
ま
す
。
積
雪

状
態
に
よ
り
、
通
勤
、
通
学
時
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
ま
す
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
除
雪
作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

り
、
万
一
の
時
、
救
急
車
や
消
防

車
な
ど
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
路

上
駐
車
が
あ
る
場
合
、
除
雪
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▽
除
雪
の
支
障
と
な
る
木
や
竹
な

ど
は
、
地
元
や
所
有
者
で
早
め
に

伐
採
等
を
お
願
い
し
ま
す
。
除
雪

中
に
障
害
と
な
る
場
合
は
、
断
り

な
く
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
承
知
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

役
場
地
域
整
備
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

　
　

月　

日
（
金
）、
開
発
セ
ン

11

19

タ
ー
で
「
第
２
回
と
っ
て
も
お
い

し
い
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
野
郡

内
か
ら
１
１
５
点
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
出
品
さ
れ
、
町
内
か
ら
２
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
（
町
内
の
人
の
み
掲
載
）

優
秀
賞　

遠
藤
利
美
さ
ん（
榎
市
）

優
良
賞　

若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）

15 広報ひの15 広報ひの

　今年の10月 23 日、新潟県中越地方を中心

に最大震度７を記録する大きな地震「新潟中

越地震」が発生。多くの被害が出て、今でも

避難生活が続いています。

　ひのぼらねっとでは、何か支援できること

はないか―と考え、被災地に「かきもち」を

届ける「ひと握りのもち米運動」を広く呼び

かけました。

　町内の皆様をはじめ、江府町、日南町など

からたくさんの方にご協力いただきました。

集まった「もち米」は 117 キロ。３回に分け

てつき「かきもち」約 800 袋のパックができ

ました。

　「かきもち」は、被害が大きく、日野町と同

じぐらいの人口で「ひのぼらねっと」からも

数人支援に行った縁もあり、新潟県川口町に

送ります。（仮設住宅や小学生などに渡して

もらう予定です）

　１２月中旬ごろに届ける予定にしています。

　皆様からの心温まるご支援ありがとうござ

いました。

　被災された方々に、少しでも温かいお正月

を迎えていただきたいと思っています。

　　（文＝ひのぼらねっと事務局　松田暢子）

　

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
に
贈
る
「
か
き
も
ち
」

　 　

お
か
げ
さ
ま
で
１
１
７
㌔
の
も
ち
米
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
か
き
も
ち
」
に
し
て

　

月
中
旬
に
新
潟
県
川
口
町
に
贈
り
ま
す
。

12
　　

　
　
　
　
　
　

ひ
の
ぼ
ら
ね
っ
と 
よ
り

　巻頭特集は、松葉がに再発見「カ

ニ漁に挑む人々」。特集は大自然の

音楽堂・大山「ミュージックリゾー

トの取り組み３年」。そのほか県内

地域の話題が掲載されています。

　役場企画振興課または最寄の書

店でお求めください。
　

価格　１冊３００円

問合せ先　役場企画振興課

　　　　（電話 72‐0332）



―
古
い
ス
ト
ー
ブ
の
出
し
方
は
？

　　

大
き
さ
が　

㌢
以
内
な
ら
不

60

燃
物
の
袋
に
入
れ
る
か
、
小
物

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
指
定
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
上
の

大
き
さ
の
場
合
は
、
不
燃
粗
大

ゴ
ミ
に
な
り
ま
す
。
電
池
・
油

等
は
、
必
ず
抜
き
取
っ
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

普
通
の
毛
布
は
、
燃
え
る
ゴ

ミ
で
も
い
い
で
す
が
、
電
気
毛

布
の
コ
ー
ド
は
不
燃
物
に
な
り

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
燃
や
し
て

し
ま
う
と
、
コ
ー
ド
部
分
が
燃

え
残
り
、
最
終
処
分
す
る
灰
溶

融
施
設
エ
コ
・
ス
ラ
グ
セ
ン

タ
ー
で
不
適
物
と
し
て
取
り
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

く
ぬ
ぎ
の
森
に
直
接
持
っ
て

き
て
い
た
だ
く
か
、
で
き
る
だ

け
コ
ー
ド
部
分
を
切
り
取
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
可
燃
粗
大
の
収

集
日
か
、
く
ぬ
ぎ
の
森
に
直
接

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
量
が

多
い
場
合
は
、
く
ぬ
ぎ
の
森
に

電
話
（　

‐
０
３
３
３
）
し
て

74

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
は　

月　

日
（
木
）
午

12

30

前　

時
ま
で
で
す
。

11
※
来
年
度
に
向
け
て
「
こ
ん
な

場
合
は
ど
う
し
て
出
す
の
」

な
ど
と
い
っ
た
「
ゴ
ミ
の
出

し
方
便
利
帳
」
を
作
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の

疑
問
な
ど
あ
れ
ば
、
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

役
場
地
域
整
備
課

　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

分別収集に協力ください

【写真の部】

　生田　英明さん（根雨・審査員）

　松本　利秋さん（秋縄）

　長谷川利子さん（三土）

　飯田　頼昭さん（根雨）

　牧田　教介さん（黒坂）
　

【日本画の部】

　頭本俊子さん（野田）
　

【洋画の部】

　梅林　　茂さん（黒坂）

　松田　鮎美さん（根雨）

平
成　

年
度

16

図書館展示コーナー

今
年
行
わ
れ
た
第　

回
鳥
取
県
美
術
展
覧
会
に
町
内
か

48

ら
８
人
が
入
選
し
ま
し
た
。
そ
の
作
品
を
図
書
館
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
か
ら
お
願
い

　

図
書
館
の
資
料
は
貸
出
期

間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
借
り
る

人
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
貸
出
期

間
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
本
・
木
の
お
も
ち
ゃ　

２
週
間

▽
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ　

１
週
間

●次回展示予定
　１月 24日（月）～２月４日（金）
　日野川フォトコンテスト

冬休みアニメ映画会
　　　　（アニメ４本作品）

とき　12 月 27 日（月）

時間　午前 10時 30分～

料金　入場無料

内容　・注文の多い料理店

　　　・どんぐりと山猫

　　　・風の又三郎

　　　・無人島の冒険

米子サティー東宝映画会

とき　１月６日（木）

時間　①午前 10 時 30分～

　　　②午後１時 30分～

内容　・犬夜叉　・ハム太郎

料金　小人 800 円　大人 1300 円

　　　親子ペア 2000 円

組
み
写
真
（
左
）　

飯
田
頼
昭
さ
ん
「
空
高
く
」



72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター

72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐0238根雨保育所

火１８ 可燃ゴミの収集は休みます　　　　（元旦）
 役場・図書館・くぬぎの森は休みます土 １

 ペットボトルの収集日（４・５・６班）水１９ 可燃ゴミの収集は休みます　　　　
 役場・図書館・くぬぎの森は休みます日 ２

木２０ 可燃ゴミの収集は休みます　　　　
 役場・図書館・くぬぎの森は休みます月 ３

金２１ 図書館は休みます火 ４

土２２ 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　
 開発センター・ 老人福祉センター　午前９時～午後３時

水 ５

日２３ 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２４木 ６
 １歳６か月・２歳児健診　開発センター
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分

火２５金 ７
 ペットボトルの収集日（７・８・９班）水２６土 ８
 不要犬・猫引取り日　日野保健所木２７ 消防出初め式　根雨小学校　午前１０時～日 ９

金２８ 可燃ゴミの収集は休みます　　（成人の日）月１０

土２９ 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）火１１

日３０ 健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

 古紙の収集日（根雨・日野地区）月３１ 乳児健診　開発センタ―
 受付＝午後１時３０分～午後２時

 税の納期限　■町県民税４期分
 　　　■国民健康保険税７期■介護保険料７期分

 ペットボトルの収集日（１・２・３班）水１２
 年金相談　開発センター　午前１０時～午後２時木１３
 不要犬・猫引取り日　日野保健所

金１４
 行政相談　町公民館　午前９時～正午土１５

日１６
 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月１７
 ３歳児健診　開発センター　
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分

直
通
電
話

ＪＡＮＵＡＲ（卯月）

17 広報ひの

 ■価格　１冊５００円

 ■カバー色　ブラック・ワインレッド

 ■販売先　役場企画振興課・黒坂支所

カレンダーの補足

●１月１７日（月）　３歳児健診

対象　Ｈ１３年９月～１２月生まれ

●１月２５日（火）１歳６か月・２歳児健診

対象　１歳６か月児　Ｈ１５年５月～７月生まれ

　　　　　　２歳児　Ｈ１４年８月～１０月生まれ
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本
年
度
、
ま
ち
の
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
第　

回
日
野
町
表
彰
式
を　

月

35

11

　

日
、
役
場
庁
舎
で
開
き
ま
し
た
。

19
　

今
回
の
受
賞
者
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て　

年
以
上
公
正
な
選
挙
に
努
め
て
き

15

た
松
本
憲
一
さ
ん
（
高
尾
）
と
第　

回
全
日
本

45

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会
に
出
場
し
、
中

学
小
編
成
の
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
日
野

中
学
校
吹
奏
楽
部
。
２
人
に
賞
状
と
記
念
品

が
梅
林
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
林
町
長
は
「
松
本
さ
ん
は
、
適
正
な
選
挙

に
努
め
ら
れ
て
来
ら
れ
、
日
野
中
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
は
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ち
を
代
表
し
て
感
謝
し
ま
す
。
今
後

の
活
躍
を
祈
り
ま
す
」
と
受
賞
者
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
松
本
さ
ん
が
「
今
後
と

も
与
え
ら
れ
た
職
務
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
、

精
一
杯
、
努
力
と
学
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

町
表
彰
は
、
ま
ち
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
な
ど
町
政
の
振
興
に
寄
与
ま
た
は
住
民

の
模
範
と
な
る
個
人
、
団
体
を
表
彰
し
、
ま
ち

の
自
治
振
興
を
促
進
し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

Pick  Up  Hino

写真　（左）松本憲一さん　（右）荒木千穂さん



　
「
今
年
は
ド
ン
グ
リ
の
実
が

な
く
て
大
変
だ
ね
」。
心
配
そ

う
に
観
察
小
屋
を
訪
れ
て
く
だ

さ
る
方
に
「
オ
シ
ド
リ
は
代
用

品
の
く
ず
米
や
古
米
を
食
べ
る

か
ら
」
と
安
心
し
て
も
ら
い
ま

す
。
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

何
と
か
こ
の
冬
を
乗
り
切
れ
そ

う
で
す
。
オ
シ
ド
リ
た
ち
は
大

勢
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

仲
良
く
寄
り
添
い
、
最
高
に
い

い
色
、
い
い
姿
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ

　

事
務
局　

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

最
高
の
姿
で
す
よ

料理

届
出　
　

月　

日
～　

月　

日   
敬
称
略

11

16

12

10

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

月
12山

本　

乙
葉　

貴
大
・
香
織　

女
の
子　

野
田

鎌
田
帆
乃
香　

佳
則
・
し
の
ぶ　

女
の
子　

本
郷

大
田　
　

優　

智
広
・
佳
子　

男
の
子　

下
菅

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　 　
（
住
所
）

　

月
11佐

々
木
照
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

99

大
島　

正
明　
　
　

歳　
　

小
河
内

76

枝
原
か
ね
よ　
　
　

歳　
　

根
雨

92

近
藤　

久
子　
　
　

歳　
　

根
雨

93

桑
村　

鐡
雄　
　
　

歳　
　

諏
訪

87

　

月
12三

上　

忠
信　
　
　

歳　
　

福
長

57

山
本　

歳
子　
　
　

歳　
　

根
雨

93

井
原　
　

雅　
　
　

歳　
　

板
井
原

80 人口　4,382 人（-11）

男性　2,063 人（-5）

女性　2,319 人（-6）

世帯　1,561 戸（-3)

（前月比）

11 月３０日現在

19 広報ひの

「ラジオ体操 一、二、三　ぼく上手でしょ」
 　　　　　　　　撮影●福田一寿さん（安来市）

１人分

カラフルな色どりはクリスマスにぴったり

【お願い】クズ米、古米などありまし

　　　　　たら分けてください。



　
　
　
　
 

さ
ん
（
根
雨
）

な
ぎ
さ

20広報ひの

古峠山から日本海を望む。一番奥に写るのが隠岐の島　　撮影日・平成８年６月５日

こ　
　

と
う


